
インフレ予想に対する我々の理解は
ど ま 進んだかどこまで進んだか？
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家計のインフレ予想の分布動向
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（注）1 米国のインフレ予想（今後１年間）の分布は 「消費者サーベイ」（ミシガン大学）から算出
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（注）1. 米国のインフレ予想（今後１年間）の分布は、「消費者サーベイ」（ミシガン大学）から算出。
（注）2. 日本のインフレ予想（今後５年間）の分布は、「生活意識に関するアンケート調査」から算出。詳細は、日銀

レビュー「家計のインフレ予想の多様性とその変化」（2014年3月）を参照。
（資料）Mankiw, N. G., Reis, R., and Wolfers, J. (2004) "Disagreement about Inflation Expectations," NBER 

Macroeconomics Annual 2003, Volume 18、日本銀行



日本のインフレ率とインフレ予想

図表２
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（注）1. 消費者物価指数の前年比は、消費税調整済み。直近（2015/1Q）は、1～2月の前年同期比。
2. 予想物価上昇率は、コンセンサス・フォーキャストによる。調査時点は、1、4、7、10月（ただし、2014/4月

以前は4、10月）。直近は、2015/1月調査。
（資料）Consensus Economics、総務省


